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７
月
は
、
「
青
少
年
の
非
行
・

地
域
で〝
は
ぐ
く
む
”

　
　
大
人
が〝
見
守
る
”

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」
「
青

少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
排
除
県

民
運
動
強
化
月
間
」
で
す
。

　
郷
土
の
未
来
を
担
う
青
少
年

が
、
心
豊
か
に
健
や
か
に
成
長
し

て
い
く
こ
と
は
皆
の
願
い
で
す
。

　
こ
の
月
間
を
機
会
に
、
青
少
年

の
非
行
・
被
害
防
止
と
健
全
育

成
、
ま
た
、
青
少
年
に
と
っ
て
有

害
な
社
会
環
境
に
つ
い
て
、
あ
ら

た
め
て
大
人
の
視
点
か
ら
見
つ
め

直
し
、
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会

　
７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
」
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
全
て
の
国
民
が

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

力
を
合
わ
せ
て
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
も
の
で
、
本
年
で
64
回
目
に
な

り
ま
す
。

　
本
年
も
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
」
で
あ
る
７
月
を

中
心
に
、
更
生
保
護
へ
の
理
解
と

協
力
を
訴
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
特
に
期
間
中

は
、
保
護
司
会
を
中
心
に
、
更
生

保
護
女
性
会
お
よ
び
そ
の
他
の
団

体
の
協
力
に
よ
り
、
市
内
各
地
で

広
報
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
た
め
の
資
金
と
し
て
、
各

区
を
通
じ
て
１
戸
当
た
り
３０
円
の

資
金
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
」

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」

「
青
少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
排
除
県
民
運
動
強
化
月
間
」

７月は

づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

青
少
年
へ
愛
の
声
か
け
運
動

　〝
青
少
年
は
地
域
社
会
で
は
ぐ
く

む
〟
〝
誰
も
が
自
然
に
声
か
け
で

き
る
社
会
〟
の
実
現
に
向
け
て
、

地
域
の
大
人
が
青
少
年
一
人
一
人

に
対
し
て
温
か
な
ま
な
ざ
し
を
向

け
、
声
を
掛
け
る
「
愛
の
声
か
け

運
動
」
の
実
践
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　
〝
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も

変
わ
る
〟
ま
ず
は
、
近
所
に
住
む

子
ど
も
に
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

有
害
自
動
販
売
機
３
な
い
運
動

　
青
少
年
に
と
っ
て
有
害
な
自
動

販
売
機
（
露
骨
な
性
描
写
の
雑

誌
、
ポ
ル
ノ
コ
ミ
ッ
ク
ス
、
ア
ダ

ル
ト
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ア
ダ
ル

ト
グ
ッ
ズ
な
ど
を
販
売
す
る
自
動

販
売
機
）
を
「
設
置
さ
せ
な
い
・

利
用
し
な
い
・
放
置
し
な
い
」
の

「
有
害
自
動
販
売
機
３
な
い
運

動
」
の
実
践
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

有
害
情
報
か
ら
子
ど
も
を
守
る

　
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
青
少
年
に

と
っ
て
有
害
な
情
報
が
含
ま
れ
る

サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情

報
か
ら
悪
影
響
を
受
け
た
り
、
犯

罪
・
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
環
境
を
整
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
が
有
害
な
ペ
ー
ジ
に
ア

犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
の
た
め
に

市
内
中
学
校
・
高
等
学
校
な
ど
で

の
啓
発
物
の
配
布
、
更
生
保
護
施

設
へ
の
慰
問
、
研
修
な
ど
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
今
後
と
も
、
こ
の
運
動
に

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　市では、少年の非行防止
について、青少年補導関係
の機関（教育・行政・警察）
および団体が中心となり、
市民の参加を得て、少年の
非行防止活動をより効果的
に推進するため、合同活動
の拠点である少年育成センターを設置しています。
　また、中野市少年育成委員は、各地区などから選
出され、市長の委嘱を受けた８０人の方が３年の任期
で活動しています。
　活動内容は、街頭補導活動、少年相談活動、環境
浄化活動などで、問題少年の早期発見と早期補導活
動による青少年の健全な育成の推進を図っています。
　今後、強調月間に合わせて、催事が行われている
市街地の巡回補導活動や環境浄化活動、青少年健全
育成協力店の協力要請活動などを実施していきます。

少年育成委員が活動しています

ク
セ
ス
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
（
有
害
サ
イ
ト

ア
ク
セ
ス
制
限
サ
ー
ビ
ス
）
を
利

用
す
る
な
ど
の
対
策
が
有
効
で
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

時
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ

い
て
、
子
ど
も
と
話
し
合
う
こ
と

も
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
厚
生
保
護
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
５
）

子
育
て
課
青
少
年
未
来
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
７
）
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区分　 支給対象者（所得制限） 給付範囲

乳幼児等 ０歳から中学校３年生まで
（所得制限なし）

外来
・
入院

身体障がい者
手帳交付者

１級～４級
（４級は所得税非課税世帯が対象）

療育手帳
交付者

Ａ１～Ｂ２
（Ｂ２は特別障がい者手当に準じた
所得制限あり）

精神障がい者
保健福祉手帳
交付者

１級…特別障がい者手当に準じた所
　　　得制限あり
２級…市民税または所得税非課税の
　　　方（世帯員全員が１級と同じ
　　　所得制限あり）
３級…市民税非課税世帯

外来
のみ

6５歳以上国民
年金法該当者

障がい基礎年金を受給している方
（１級または２級） 外来

・
入院母子家庭、

父子家庭等

1８ 歳未満（高等学校卒業まで）の児
童を扶養している方　※父子家庭は
児童扶養手当に準じた所得制限あり

　
福
祉
医
療
費
給
付
金
と
は
、
乳

幼
児
等
、
心
身
障
が
い
者
、
母
子

家
庭
、
父
子
家
庭
の
方
な
ど
を
対

象
に
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の

一
部
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

　
福
祉
医
療
費
の
給
付
を
受
け
る

に
は
、
受
給
者
証
の
交
付
申
請
が

必
要
で
す
。

　
申
請
の
際
に
は
保
険
証
、
各
種

手
帳
（
身
体
障
が
い
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
精
神
障
が
い
者
保
健
福

祉
手
帳
）
印
鑑
、
通
帳
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
代
表
☎
�
２
１
１
１

乳
幼
児
等
に
関
し
て
…
子
育
て
課

子
ど
も
支
援
係
（
内
線
３
５
６
）

乳
幼
児
等
以
外
に
関
し
て
…
福
祉

課
厚
生
保
護
係
（
内
線
２
７
６
）

福
祉
医
療
費
給
付
金
制
度

医療費

所得割額（前年中の総
所得金額－基礎控除額
３３万円）×率8.10％

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
は

７５
歳
以
上
の
方
す
べ
て
が
加
入
す

る
医
療
保
険
で
す
。
　

　
平
成
26
年
度
の
住
民
税
額
確
定

に
伴
い
、
平
成
26
年
度
保
険
料
決

定
納
入
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
お

送
り
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
金
額
、
計
算
方
法
に

つ
い
て
は
通
知
書
お
よ
び
同
封
の

チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
７
月
末
ま
で
に
新
し
い

保
険
証
を
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

　
こ
の
保
険
証
は
保
険
に
加
入
し

て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で

す
。
大
切
に
保
管
し
、
医
療
機
関

を
受
診
す
る
際
は
、
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

均等割額40,３47円

保険料（年額）

＋

＝

　
被
保
険
者
一
人
一
人
に
掛
か
り

ま
す
。
一
人
当
た
り
の
保
険
料
額

は
、
そ
の
方
の
前
年
の
所
得
に
応

じ
て
ご
負
担
い
た
だ
く
「
所
得
割

額
」
と
、
被
保
険
者
の
全
員
が
均

等
に
ご
負
担
い
た
だ
く
「
均
等
割

額
」
の
合
計
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
が
低
い
方
の
負
担

を
減
ら
す
た
め
、
世
帯
の
所
得
に

応
じ
た
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
を
申
告

し
て
い
な
い
世
帯
は
、
軽
減
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
４
月
か
ら
、
保
険
料
率
や
年
間

保
険
料
の
限
度
額
な
ど
が
改
定

と
な
り
ま
し
た
。
詳
細
は
広
報

な
か
の
４
月
号
2０
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

原
則
、
年
金
か
ら
引
き
落
と
し

（
特
別
徴
収
）
と
な
り
ま
す
が
、

お
送
り
す
る
納
入
通
知
書
に
同
封

さ
れ
て
い
る
通
知
文
に
よ
り
、
納

付
方
法
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
１
年
更
新
の
た
め
、
毎
年
７
月

末
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
証
に
記
載
の
負
担

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

割
合
（
医
療
機
関
窓
口
で
支
払
う

医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
割
合
）

は
１
割
ま
た
は
３
割
で
、
現
役
並

み
所
得
者
の
方
は
、
３
割
と
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
現
在
お
使
い
の
保
険
証

は
、
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
以

降
に
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料

保
険
証

7５
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
方

保
険
料
の
納
付

医療

　
加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。
保

険
証
は
７５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

前
日
ま
で
に
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

誕
生
月
の
翌
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保険料計算式

保険

中
野
市
国
民
健
康
保
険
に
ご
加

入
の
７０
歳
以
上
７5
歳
未
満
の
方

　
７
月
末
ま
で
に
「
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
」
を
郵
送

し
ま
す
。
現
在
お
使
い
の
「
受

給
者
証
」
は
８
月
１
日
か
ら
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

は
、
９
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま

す
。
た
だ
し
、
保
険
税
に
滞
納

が
あ
る
と
き
は
郵
送
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。


